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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成25年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
25
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
57.6%

27.2%

29.6%

39.2%

0.0%

58.0%

36.2%

100.0%

61.2%

51.0%

38.0%

42.1%

20.2%

7.5%

69.6%

31.0%

13.1%

149.8%

3.8%

0.0%

37.9%

16億8,737万円

4,210万円

296万円

216万円

0万円

1億2,694万円

1,413万円

639万円

23億390万円

225万円

7,552万円

3,545万円

4億6,062万円

8,229万円

1,905万円

110万円

3,450万円

3億7,378万円

2,093万円

20万円

52億9,164万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

1億7,238万円

21億9,612万円

36億2,446万円

5億8,051万円

1億2,621万円

6億3,024万円

6億255万円

24億9,479万円

6億8,768万円

16億9,352万円

1,400万円

10億9,664万円

5,000万円

230万円

139億7,140万円

52.6%

37.2%

34.9%

23.9%

90.4%

17.6%

67.5%

19.9%

21.2%

37.5%

8.1%

46.4%

0.0%

0.0%

33.9%

9,062万円

8億1,730万円

12億6,501万円

1億3,900万円

1億1,407万円

1億1,111万円

4億688万円

4億9,705万円

1億4,571万円

6億3,487万円

114万円

5億841万円

0万円

0万円

47億3,117万円

特別会計予算の執行状況

29億3,190万円

1億5,500万円

1,000万円

550万円

140万円

2億1,900万円

3,900万円

639万円

37億6,363万円

440万円

1億9,871万円

8,413万円

22億8,449万円

10億9,692万円

2,737万円

355万円

2億6,360万円

2億4,958万円

5億5,276万円

20億7,407万円

139億7,140万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 3,644万円 506万円 1,826万円
下 水 道 事 業 12億4,644万円 1億9,507万円 4億8,429万円
簡 易 水 道 事 業 9,265万円 203万円 1,878万円
国 民 健 康 保 険 27億1,309万円 12億5,556万円 11億9,962万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億1,234万円 1億1,104万円 1億1,589万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 27億6,867万円 10億8,171万円 11億6,648万円
介護サービス事業勘定 1,211万円 538万円 364万円

農業集落排水事業 1億3,554万円 1,365万円 5,558万円
市 有 林 造 成 事 業 3,753万円 234万円 1,490万円
特 別 会 計 合 計 73億5,481万円 26億7,184万円 30億7,744万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 29億3,190万円
収入済額 16億8,737万円

12億7,639万円
5億4,080万円
12億1,656万円
8億6,809万円
6,032万円
5,972万円

1億7,859万円
8,631万円
3,214万円
1,554万円

1億6,790万円
1億1,691万円

現　在　高
93億6,663万円
55億6,361万円

7,543万円
15億7,992万円

4,323万円
166億2,882万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

 また、現在高93億6,663万円のうち借り入れ利率別の内
訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
8億4,156万円
16億3,771万円
6億4,298万円
4億6,124万円
1億8,392万円
4億627万円
3億1,353万円
48億7,942万円
93億6,663万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～4.0％以下
～5.0％以下

現在高（一般会計分）
33億3,282万円
53億5,050万円
5億6,059万円
1億16万円
2,256万円

割　合
35.6%
57.1%
6.0%
1.1%
0.2%

市債は、市が大型事業を実施するために国などから資金を
借り入れる長期債務（借金）です。本来、その年度に使う
経費はその年度でまかなうのが原則ですが、公共施設の
建設などには、一時的に多額の費用がかかること、将来の
世代にわたって利用されることなどから、財源の不足を補
い、年度間の財政負担を平準化し、次の世代にも費用を負
担してもらうことで世代間の負担を公平にする効果があり
ます。市では、市債の中でもなるべく普通交付税として後
年度に国から財源措置される市債の借り入れを行うことと
しており、災害復旧事業や総合的な経済対策事業などに
充てています。９月末現在の残高は93億6,663万円（前年
同月末比4.8％の増）となっていますが、そのうち66.7％
にあたる62億4,637万円が普通交付税として後年度に国
から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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除
雪
作
業
員
の募

集
と
ご
紹
介

　

市
で
は
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下

ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
さ
れ
た
登
録
者
の

情
報
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
除
雪
作
業

を
依
頼
し
た
い
方
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
世
帯
等
の

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、

市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当
す

る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
本
紙
７
ペ
ー
ジ
参
照

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
多
発
す
る
冬
期

間
は
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
ま

し
ょ
う
。

◆ 

水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
で
き
る

状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
メ
ー
タ
ー
の
値
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
漏
水
を
早
期
に
発
見

で
き
ま
す
）

◆ 

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防
寒

し
ま
し
ょ
う

◆ 

長
期
不
在
と
な
る
場
合
は
、
給

水
中
止
の
手
続
き
を
と
る
か
、

水
道
メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る
止
水

栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い

◆ 

漏
水
し
た
場
合
は
、
早
急
に
指

定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い

• 大雪警報等が発表されたときは、外出を控
える

• 除雪の妨げになるため、路上駐車はしない

• マイカーを控え、公共交通機関を利用する

• 融雪のために水道水を使うことは控える

• 排雪された道路への雪の投げ入れはしない

• 地域ぐるみで除排雪を行う

• 屋根雪下ろしでの転落事故や、除雪機械に
よる事故に注意する

• 防火水槽や用水路付近の除排雪を行う

• 開いた投雪口（グレーチング）には、必ず
赤旗などを立てる

雪に対するルールとマナー
を守りましょう

雪に関するお問い合わせ先雪に関するお問い合わせ先
■水路の雪詰まり
　　消防署 ☎88-0400
■道路の除雪
　　建設課（市民会館2階） ☎88-8107
■除雪作業員の登録・紹介
　　総務課（市役所2階） ☎88-1116
■屋根雪下ろしの助成金
　　健康長寿課（すこやか内） ☎87-0888
■水道関係
　　上下水道課（市民会館2階） ☎88-8109

雪雪  

にに  

備備  

ええ  

るる  

！！

ま
も
な
く
冬
本
番
。
雪
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
、
雪
に
負
け
な
い
暮
ら
し
を
！

水道メーター


